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  2026 年度総会開催のお知らせ 
副会長 亀岡敦子 

 

 今年 2月、購読している新聞で、ある私立中学校の入試問題に、パレスチナの詩 2 編

が出題されたという記事が載りました。そのうち 1編は「おなまえ かいて」という題

名で、子どもが自分の足に消えない油性ペンで名前を書いてほしいと母親に頼む内容で

す。ガザの親子間に交される会話に胸が痛むが、この光景は 4年前ウクライナの親が子

どもの手足に泣くような思いで名前を書いていたのと同じです。そしてこの詩人は、

「あたし かずじゃない おなまえがあるの」と訴えます。 

 まさにその通り、ジャングルで飢え彷徨う父親にも、幼顔のまま空で死んだ少年に

も、原爆や空襲で死んだ少女にも、全員名前がありました。しかし戦争や内戦で命を落

とした戦没者は、教科書や歴史書の数字で語られます。それでは戦争の実相が見えない

のではないかという考え方が近年広がり始め、一人の兵士や一人の市民の足跡をたどる

調査研究が増えてきました。当会が語り伝えている日吉台地下壕も、無機質な構造物が

内包しているひとの生命を伝えているし、記念講演の講師である遠藤美幸さんは、日本

軍兵士の体験を伝えることをライフワークとする傍ら、当会の運営委員としても活動し

ています。会員の皆さまには、年に一度の総会にぜひお越しくださいますよう、お願い

いたします。 

 

2026 年度総会のお知らせ 
日時：2026年 6月６日（土）午後 1時～4時   

会場：慶應義塾日吉キャンパス シンポジウムスペース（来往舎 1階） 

◇講演会  

時間 午後 1時～3時 

演題「いま、日本軍兵士の声を聴く」  

～戦友会の「お世話係」による 

オーラル・ヒストリー～ 

講師 遠藤美幸氏 イギリス社会史・  

ビルマ戦史研究者、日吉台地下 

壕保存の会 運営委員 

 

◇総会   

時間 午後 3時～4時 

議案 2025年度の活動及び会計報告など 

2026年度の活動・予算・役員など 

【目次】 
 
◇巻頭言【1p】「2026 年度総会開催のお知らせ 副会長  亀岡敦子 

◇お知らせ【2p】横浜大空襲から 81 年、戦争しない世界を 

             戦争展事務局・当会会員 吉沢てい子 

◇連載【3-5p】日吉海軍・設備アレコレ(45)  
慶應義塾と海軍 奇妙な賃貸借契約書    運営委員 山田 譲 

◇報告【5-14p】 

・「旧久里浜海軍通信学校」見学会報告        ガイド 酒井昭規 

・引揚港・浦賀を訪ねて～ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ報告    運営委員 小野由紀 

・藤田嗣治の作戦記録画                   運営委員 佐藤宗達 

・忘れられた地中の古代遺跡        運営委員 岸本 正 

・東住吉小学校 6 年生学習発表会に参加して  運営委員 小山信雄 

新聞記事の紹介【15ｐ】 

東京新聞 2026 年 3 月 23 日朝刊 横浜版『かながわ未来人』 

活動の記録【16p】2026 年 1-4 月       
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横浜大空襲から８１年、戦争しない世界を― 

「第３１回２０２６平和のための戦争展 in よこはま」   

のお知らせ     戦争展事務局・本会会員 吉沢てい子 

 

5月 29日の横浜大空襲の日にあわせて開催してきた戦争展は、今年で 31回目を迎え

ます。 

 今年は、5月 30日（土）「特別企画」、5月 29日（金）から 5月 31日(日）「展

示」をかながわ県民センター(横浜駅西口)で開催します。 

 今年は横浜大空襲から 81 年、被爆 81年、沖縄戦から 81年、憲法公布 80年、日本被

団協結成 70 年です。 

 81年前、横浜大空襲で 8千人以上もの命が奪われ、当時の市民の約半数の 31万人が

被災しました。ヒロシマ・ナガサキでは原爆投下で 21万人が、沖縄戦では 20万人が命

を落としました。 

そして、いま、イランでは米国・イスラエルによる攻撃で、2千人近い人々が死亡、

2万 5千人近い人々が負傷し、戦火は湾岸諸国にも広がり、収束のめどが立たず、拡大

の一途をたどっています。 

また、今年 2月 5日、米ロの新戦略兵器削減条約（新 START）が失効し、世界の核弾

頭の 9割を占める両国間の核軍縮の枠組みがなくなり、終末時計は最短の 85秒とな

り、危機的状況を象徴しています。 

いま、世界は激動の時。悲劇を繰り返さず、核のない戦争のない平和憲法が生かさ

れ、命・環境・地球が大切にされる平和な未来に向けて、どのように平和を築いていく

ことができるか、世界の人々とどう連帯を築くことができるか、最近の国内や世界の

「NO WAR」の運動の高まりも含めてともに考えられる集会にできたらと企画しました。 

具体的には、5月 29日の「特別企画」は、日本被団協結成大会のときに高らかに謳わ

れた宣言から「人類の危機を救おう」と題して、日本被団協事務局次長で戦争展実行委

員長の和田征子さんの挨拶を、国際交流・地球一周の船旅や「戦争反対・NOWAR」のイ

ンスタを立ち上げ世論を広げているピースボート共同代表の畠山澄子さんに「戦争では

なく平和を選ぶために」と題して講演を、日吉台中学校演劇部には「ヌチドゥ～沖縄は

日本のバックヤード～」と題して朗読劇を、Y校卒業生のグローカリーには「空襲を考

えるとき見落とせない視点」について報告して戴きます。 

5月 29日（金）から 5月 31日（日）までの「展示」は、横浜大空襲から 81年、猛火

の横浜、焼け跡の市街、空襲体験画、横浜の戦跡、日吉台地下壕、野島掩体壕、船と戦

争、アジアでの戦争、被爆 81年、高校生が描いた広島・原爆の絵、核のない平和な世

界をみんなでつくる、教科書、占領下の横浜、横浜・沖縄の米軍基地、憲法、平和のバ

ラ、ＷＦＰなど展示します。 

若い人たちとともに考え平和な未来のために役割が果たせる戦争展にしたいと願って

います。ぜひ、ご参加ください。 

 

 

お知らせ 
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日吉海軍・設備アレコレ【45】 

慶應義塾と海軍 奇妙な賃貸借契約書    運営委員 山田 譲 

 

 慶應義塾は 1944年 3月に海軍と校舎・土地の賃貸借契約を結び、軍令部第三部が第

一校舎に移転してきました。現在、この「賃貸借契約書」と「日吉校舎供用ニ関スル打

合要點」「寄宿舎使用ニ関スル件」という 3文書が残されています。しかし、この「賃

貸借契約書」にはおかしなところがあります。 

 

①契約書本文の日付は「昭和 19年 3月 10日」で、賃貸借期間は「昭和 19年 3月 10 日

ヨリ昭和 20年 3月 31日迄」となっています。 

②「別紙 賃貸借土地建物ノ表示」の「土地所在」には「寄宿舎台地 2000 坪、賃貸借

建物周囲 10000坪、農場自動車置場水槽材料置場等 33000 坪、線路右側飛地農場

5000坪 計 50000坪」と書かれています。 

③「建物所在」には第一校舎、寄宿舎の他に、柔剣道等の道場、第一館、第四館、赤瓦

食堂、教会堂などの建物が書かれていて、それぞれに細かく区分けされた「賃貸借期

間 及 坪数」が書かれています。 

 

 しかし、ここに書かれている土地と建物には、昭和 19 年 3月には使用予定だったは

ずのないものが多数ふくまれています。たとえば寄宿舎は 19.3.10.時点では 24坪です

が、19.9.21.には 979.76坪になっています。これは連合艦隊司令部の移転時期です。

教会堂は 19.12.1.からです。全般的に言うと昭和 19年 9月から使用範囲が大幅に拡大

し、さらに 10月、12月と拡大して昭和 20年 3月には第一校舎の使用坪数も相当拡大

しています。 

 土地については昭和 19年 2月 22日付の「日吉校舎使用ニ関スル打合要點」に、「校

舎南方空地一帯」が「供用ノ場所」として書かれています。これが「契約書」の「賃貸

借建物周囲 10000坪」なのだろうと思います。しかし「寄宿舎台地」など、第一校舎周

辺とはちがう土地も書かれています。なお「農場自動車置場」とか「飛地農場」などは

どこなのか不明です。おそらく航空本部等地下壕や人事局地下壕の地域なのだろうと思

われます。 

 他方、昭和 19年 3月 30 日付の「寄宿舎使用ニ関スル件」（軍令部第三部太田部員か

ら慶應義塾大学予科宛）には「中寮三階奥八室借用ヲ希望」と書かれています。これが

「契約書」の「寄宿舎 24坪」に該当します。しかし「19.3.10.～」という契約書の

賃貸借期間と日付が一致しません。 

 以上からすると、この契約書は実際には昭和 20年 3月になって後から作成されたも

のと思われます。海軍がすでに使用していた建物と、地下壕を築造した土地の賃貸借関

係を追認し、賃借料と固定資産税、電気・ガス・水道代の負担者を確認するために作成

したのでしょう。 

 また条文には「甲ハ賃借土地建物ニ対シ加工其ノ他変替ヲキタサントスルトキハ事前

ニ乙ノ承諾ヲ得ルモノトス」（甲は海軍、乙は慶應）と書かれています。実際には昭和 

連載 
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20年 3月の時点では、大規模な地下壕が日吉キャンパスに築造されていました。手始

めは昭和 19 年 7月に掘られた「校舎南方空地一帯」の待避壕でした。これらの地下壕

が慶應義塾の「事前承諾」を得たものだったのかどうかは疑問です。地下壕工事は大学

に無断で始められたという話もあります。予科の学生だった柳屋良博氏は「いつの間に

やら‥‥‥防空壕出入口ができ」と回想しています。戦前の軍隊は民間に対して横暴で

した。柳屋氏の言葉にはそういう意味合いがにじみでています。 

 この「賃貸借契約書」の契約日の日付のごまかしは、海軍の行動を全て事後追認した

ことを示しているわけです。戦争に協力するということは、際限なく軍隊に協力させら

れるということです。しかも慶應大学とその学生にとって、災難は戦後も続きました。

日吉キャンパスに帝国海軍がいたために、戦後はアメリカ軍がキャンパス全域を強制的

に接収してしまいました。それが 1949年まで続いたのです。 

 ところで上記の「軍令部第三部 太田部員」は部長直属乙部員の太田守少佐です。こ

の軍人は戦後、「戦犯として絞首刑になった」という話があります。資料集№2『日吉海

軍・設備アレコレ』36ページをご覧ください。捕虜の尋問で罪に問われたようです。

ただ『法廷の星条旗――BC級戦犯 横浜裁判の記録』（横浜弁護士会 調査研究特別委

員会著）の記述では死刑判決を受けた 3人は太田氏ではなく、その 3人も減刑されまし

た。他方、太田少佐より上官で対米情報担当・第五課甲部員の実松譲大佐は、戦犯とし

て「重労働 40年」の判決を受け服役しました。実松氏は『大海軍惜別記』で「多数の

捕虜に接した」と書き、巧みな尋問で「あなたはだませない。本当のことを言うから、

命だけは保障してください」と懇願されたと書いています。軍令部第三部は手荒な尋問

で捕虜 2名を死亡させています。 

 なお海軍が第一校舎を使ったことについては『キャンパスの戦争』（阿久澤武史著）

の 200～202ページにも書かれています。軍令部第三部のことも、くわしく書いてあり

ます。 

 

「賃貸借契約書」抜粋 

・契約者 海軍省経理局長山本丑之助 財団法人慶應義塾長小泉信三 

・契約日 昭和 19年 3月 10日 

・契約期間 昭和 19年 3月 10日～昭和 20年 3月 31日 

・賃借料 130057円 72銭 

・建物所在（坪数は小数点以下を切り捨てました） 

 第一校舎 19.3.10～1256 坪  19.9.1～1479坪   20.3.11～2054 坪 

 寄宿舎  19.3.10～24 坪  19.9.21～979坪（浴場共） 

 同付属物置         19.9.21～25坪 

 柔剣道弓術空手及卓球道場  19.9.21～291坪 19.10.11～360坪（廊下便所共） 

 第一館           19.9.21～72坪 

 第四館           19.9.21～300坪 

 第一控所          19.10.11～116坪 

 第二控所 19.3.10～128坪 

 赤瓦食堂 19.3.10～182坪 
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 第二校舎食堂        19.10.11～46坪（2階のみ） 

 体育専用室         19.9.11～177坪 

 学生文化団体専用室     19.10.11～197坪 

 教会堂           19.12.1～27坪 

・土地所在――上記②の通り 計 50000坪 

 

「日吉校舎供用ニ関スル打合要點（2月 22 日 於日吉）」抜粋 

（慶應義塾用箋 職員覚書） 

・供用の場所 第一校舎中央玄関より南の部分及び第一食堂並びに校舎南方空地一帯 

・赤瓦食堂使用方希望（未決定） 高等官、判任官食堂として全部を借用希望 

・使用開始期 2月 27日より早速電話、電灯の整備工事着手。3月 5日より執務開始予

定 

・電気技術者嘱託（兼任）依頼 電気係 1名を海軍嘱託として兼務 

・電気・水道・ガス等 なるべく現設備を使用。計量器を別に取付け。 

 

「寄宿舎借用ニ関スル件」抜粋（海軍用箋 欄外に塾長,理事,参事のサイン、印） 

日付 昭和 19年 3月 30日  署名 軍令部第三部直属 太田部員 

宛名 慶應義塾大学予科 磯崎教授殿 宮崎教授殿 

・4月 10日より中寮 3階奥 8室借用希望 ・夜遅くまで勤務せる士官の応急宿舎 

・食事は海軍側食堂 ・入浴は漸次準備の予定 ・緊急時は増室申し出致したい。 

 

「旧久里浜海軍通信学校」見学会報告   ガイド 酒井昭規 

 

2026年２月 18日水曜日、「日吉台地下

壕保存の会」20名で陸上自衛隊久里浜駐

屯地主催の「旧海軍通信学校地下壕見学

ツアー」に参加しましたのでその行程を

ご報告します。 

京急久里浜駅に午前 9時集合、平作川

沿いに歩いて御稜
み い

威
つ

橋
ばし

を渡り正門で予約

者名簿と来訪者の突合、見学者証を受け

取り、売店等のある厚生棟の集会室で会

費集金、引率の自衛官（二佐＝旧軍の中

佐）のガイダンスを聞きました。 

ガイダンス終了後、まず本館正面玄関

前（1939年通信学校として設立され2024年に「システム通信・サイバー学校」に改編）

～グランド前（野外システム通信隊がグランドで野外アンテナ車両の実働訓練中）で説

明を聞いた後、グランドを横切って東側の地下壕Ａ地区前に総延長約2㎞のＡ～Ｄの防

空退避地下壕が掘られており4か所のうちＡ地区のみ（昨年初公開されたばかり）との 

報告 

陸上自衛隊久里浜駐屯地本館 
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説明を受け、３班に分かれて15分位づつ地下壕に

入りました。この壕は40㎝のコンクリートブロッ

クで壁面が頑丈に固められた日吉台連合艦隊司令

部地下壕とは異なり、ツルハシを使用して人力で

掘られた素掘りで、見学できるのはほんの数十m

程度、その先は塞いでありました。ただ、そこか

ら先は海岸の方まで伸びており軍用機や軍用艇の

掩体壕などの軍事施設にも繋がっており（歴史館

に地下通路図あり）、さらなる地下要塞施設も計

画されていた模様。 

地下壕見学後は、再び本館前に戻り見学者集合記念写真撮影、「海軍通信学校記念

碑」をみてから隊員食堂でちょっと早いランチ（当日は単一メニューでいわゆる「海軍

カレー」：隊員と同じものを食べるというのも一つの売りのようです）。 

30分程度の会食後、歴史館で日吉台地下壕の電信室に並んでいたと思われる「九二

式特受信機改四」を始めとした貴重な戦争当時の通信機材や当時の写真資料等を十分な

時間をとってもらい各自じっくり見ることができました。その後は厚生棟に戻り小休止

（売店での土産等の買物時間）をとり、最後に昭和 14年竣工の本館内部の貴賓室など

を見学して全行程を終えました。 

地下壕内部 
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引揚港・浦賀を訪ねて～フィールドワーク報告 

運営委員 小野由紀 

昨年暮れ、映画「ペリリュー 楽園のゲルニカ」を観た。太平洋の激戦地・ペリリュ

ー島で、終戦後 2年にわたり抵抗を続けた日本兵が、ついに帰国の途に就くまでを描い

たアニメ映画である。結末で、万感の想いを胸に島を離れる元兵士の姿に、わたしたち

観客は胸を撫で下ろす。だが、戦地からの帰国、つまり「引揚」の現実は、ここから始

まるのだ。 

1945（昭和 20）年 8月 15日の敗戦直後から海外の軍人・軍属、一般邦人の日本への

引揚が始まった。その数は 660余万人（生死不明者も含む）という。引揚に指定された

12港では、佐世保・博多の 139万人余を筆頭に、首都圏の浦賀港 56万 5千人が続く。 

2月 18日（水）フィールドワー

ク午後の部は、そんな引揚の港・

浦賀に向かう。午前中に見学した

久里浜駐屯地からは 2キロ。早咲

きの桜が咲く暖かな海沿いの道を

30分ほど歩くと、目的地の久里浜

少年院・横須賀刑務支所である。

かつての海軍対潜学校の跡地だ。

早速、久里浜少年院・庶務課の高

橋陽平氏、そして職場体験中とい

う中学生 3 人が迎えてくれた。ま

ずは、会議室で高橋氏から「浦賀

引揚船と供養塔の歴史」と題した

レクチャーを受ける。 

報告 

九二式特受信機改四 

貴賓室（壁にサスケハナ号の絵） 

陸上自衛隊 

久里浜駐屯地 
久里浜少年院 

横須賀刑務支所 

浦賀駅 

京急久里浜駅 
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敗戦後、1945（昭和 20）年 10月、あの「氷川丸」（山下公園に係留されている）が 

引揚船・第 1号として、南洋諸島から陸海軍人・約 2500 人を満載して到着する。以 

後、海外からの引揚者が続々と浦賀港へ戻ってきた。マラリアや栄養失調に苦しむ、痩 

せ衰えた人ばかりだったという。 

ここまでの状況は、どこの引揚港にも通じるだろう。しかし、この後、浦賀における

引揚は一変する。1946（昭和 21）年春、中国・広東からの復員船で、コレラ患者が発

生したのである。ＧＨＱは、即座に「コレラ発生地、又はコレラ患者のある船は総て浦

賀検疫所で検疫を行うべし」と指令。以後、感染拡大を防ぐため、入港した引揚船は海

上での隔離を余儀なくされ、最盛期には 20隻以上、10 万人を超える人々が､沖合に留

め置かれる事態となった。 

発症者や疑いのある人のみが上陸を許され、治療を受ける。旧海軍対潜学校に設けら

れた浦賀検疫所では、仮設病棟や火葬場を急造して対応した。それ以外の者は海上の引

揚船に留め置かれ、検査を受けながら約 40日を過ごすことになる。引揚船の多くは元

貨物船で、船内の環境は過酷だったという。1946（昭和 21）年 6月、最後の停留船の

隔離が解除され収束。検疫所の検査数は約 80万件に達し、まさに膨大だった。しか

し、そんな引揚の歴史は、今ほとんど忘れられている。 

いよいよ横須賀刑務支所内にある供養塔へ慰霊に向かう。ここからは高橋氏に加え、

刑務支所の刑務官二人も同行してくださる。刑務支所の延々と続く高い堀と、小高い丘

の間にある小道を列になって進む。 

 1949（昭和 24）年 4月、検疫所の跡地で、久里浜少年刑務所（久里浜少年院の前

身）の建設工事が始まる。すると東海岸沿いの掘立小屋に、大谷石のかまどが確認さ

れ、ボロボロになった、おびただしい数の軍服や軍靴も見つかった。結果、コレラ船の

悲劇が、関係者の知るところとなった。 

1949（昭和 24）年 6月、久里浜少年刑務所（当時）が創設されると、田中繁太郎・

初代所長は、翌年春、かまどのあった場所に供養塔を建立。以後、毎年秋に慰霊祭を行

った。近年は参加者の高齢化により途絶えたという。 

そんな話から荒れ果てた供養塔を想像していた。しかし、木立に囲まれた供養塔の一

帯は、きれいに整理されている。雑草

も刈り込まれ、歩きやすい。ご案内の

刑務官氏が手入れをしてくださったそ

うだ。刑務官氏は「皆さんが慰霊にい

らしてくれるだけでありがたいんで

す」と、笑顔でおっしゃる。こちらこ

そありがたい。 

ここでは、1945（昭和 20）、1946（同

21）年の引揚死亡者 872名を供養して

いる。用意した花を供え、一列になっ

て、線香を手向け合掌する。職業体験

中の中学生三人も神妙な面持ちで、列

に加わってくれた。供養塔の台座・基 久里浜少年院 引揚船物故者供養塔 
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盤には、かまどの大谷石を使用し、建立当時は犠牲者の脂（あぶら）が黒ずんで見えた

そうだ。しかし建立から 77 年、その痕は薄れていた。 

コレラは、罹患すると、あっという間に命を落とすため「コロリ」の異名をとる。船

内でも、朝、仲間の面倒を見ていた元気者が、夕方には自らがコレラのため屍になった

という。万感の想いを抱き、引揚げてきた元兵士に、こんな悲劇が待っていようとは、

誰が想像し得ただろう。言葉が出ない。 

浦賀駅への帰り道で、西浦賀にある

「浦賀引揚記念の碑」を見学した。碑の

上部の石は、引揚げ船として使われたリ

バティー型貨物船をイメージしていると

のこと。2006（平成 18）年、横須賀市に

よって建立された。 

終戦当時、横須賀市の人口は 10万人足

らず。そこへ 10万人を超える引揚者を載

せた船が留め置かれる。数年前のコロナ

禍を思い出すが、時代の厳しさは比較に

ならない。インフラが崩壊した敗戦後、

食糧難が混乱に拍車をかけたことだろう。そんな中、感染の危険を顧みずに対応した、

医療従事者と市民の存在を忘れてはならない。記念碑にも、コレラ防疫に携わった人々

への感謝が刻まれている。もちろん、この悲劇を伝えることで、恒久の平和を願ったこ

とは言うまでもない。 

この日、忘れられないひとコマがある。供養塔参拝の後、皆で岸壁に登り海を眺め

た。対岸の千葉が見渡せ、青い空と輝く海が美しかった。中学生は歓声を上げスマホで

撮影し合っている。先ほどまでの神妙な表情が一変、弾けるような笑顔がまぶしい。平

和そのものだ。だが、すぐ目の前の海には日露戦争時の遺構が並んでいた。波の浸食で

年々崩れているそうだ。 

記憶も風化されていく。引揚港・浦賀。コレラ検疫の歴史だけではなく、他にも知ら

れざる悲劇があったはずだ。もっと詳しく知りたい。平和な時代を生きる今だからこ

そ、わたしたちは知らなければならない。 

 

参考： 

◇上杉孝良 

「浦賀の海外引揚について（概要）」 
 
◇久里浜少年院「【昭和 35年頃の記録】  

肝七､八二九部隊慰霊碑建立経緯」 
 
◇浦賀地域文化振興懇話会/編 

『浦賀港引揚船関連体験集 よみがえる  

戦後史の空白』 より 

 

日露戦争時の遺構 
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 藤田嗣治の作戦記録画      運営委員 佐藤宗達 

 

藤田嗣治(1886 ～1968) は画家をめざし 1910年東京美術学校を卒業、1913年渡仏、

パリのモンパルナスに居を構えた。1917 年頃からようやく絵が売れ始め、独特の透き

とおるような画風は注目を集めパリの寵児となった。1933 年日本に帰国、アトリエを

構えた。1938年海軍省嘱託となり、中国の漢口、南昌等を取材する。1939 年パリに戻

ったものの第二次世界大戦の勃発により日本に帰国、その後陸軍省の依頼で満州・モン

ゴルの国境に取材、その後も陸軍の派遣でシンガポールに取材に行ったりしている。 

そして 1941 年から大日本海洋美術展、聖戦美術展、大東亜戦争美術展、国民総力決

戦美術展などに作品を出展する。軍部からは国民を鼓舞するために大きなキャンバスに

写実的な絵を、と求められて描き上げた絵は 100号 500 号(※)以上の大作で、戦場の残

酷さ、凄惨、混乱を細部まで濃密に描きだしており、一般に求められた戦争画の枠には

あてはまらないものだった。戦後は戦争記録画説明のため連合国総司令部嘱託となる。 

その後 陸軍美術協会理事長だったことなどから戦争協力者と非難されるようにな

り、1949年渡仏の許可が得られるとフランスに移住、フランス国籍を取得し日本には

戻らなかった。国立近代美術館のアメリカから無期限貸与された作品は 14点、初期の

作品「南昌飛行場の焼打」「武漢進撃」「ハルハ河畔之戦闘」の 3点は明るく描かれてい

ますがその後の「十二月八日の真珠湾」以降の絵は暗く描かれ「アッツ島玉砕」では日

本兵・米系の区別がつかない程の暗さで、写真を紙面に再生するのが難しい状況です。  

（※）100 号（風景）：1620mm x 1120mm   500号（風景）：3333mm x 2182mm 

報告 

南昌飛行場の焼打 1938-39 
武漢作戦中の 1938 年 7 月 18 日、日本海軍の九六式

艦上爆撃機が江西省南昌市の中華民国軍飛行場に 

強行着陸し、駐機中の敵機を攻撃する様子 

ハルハ河畔之戦闘 1941  
日本軍とソ連軍の間に起きた大規模な 

武力衝突・ノモンハン事件を描いた戦争画 

画サイズ：5180mm x 1920mm 

448cm 

画サイズ：4480mm x 1400mm 



２０２６年４月２４（金） 第１６５号                   （１１） 

 

忘れられた地中の古代遺構     運営委員 岸本 正 

 

地下壕ガイドでは最終ポイントの寄宿舎の手

前で、耐弾式竪坑地上構造物と戦前に発掘調査

された弥生式住居跡をご案内します。近代と古

代の遺跡が交錯する珍しい場所として解説して

います。 

この場所をあらためてグーグルマップで見て

みると、「第 111 号弥生時代竪穴建物跡」の直

近に「第六天古墳移設石室」という遺跡名が表

示されます（右図）。位置は竪坑構造物と５つ

残る弥生住居跡の最大のもの（第 111 号）と

の中間にあたります。ふだんのガイドではそれ

らしいものは全く見当たりませんので疑問に思

いこの「移設石室」について調べてみました。

幸い 2019 年に文学部民族学考古学研究室によ

って『日吉台遺跡群発掘調査報告書』が出され

ています。以下それに基づく報告です。  

 

そもそも第六天古墳はこの場所にあったのではなく、川崎市加瀬台古墳群の中のひと

つでした（下図）。1937 年三田史学会によって調査され、切石積みの本来の古墳と移設

石室の位置 横穴式石室が見つかりましたが調査後、日吉キャンパス高校グラウンド南

端付近に移設されました。その後戦時期に石室は大きく破壊されたようですが、戦後し

ばらくはその場で屋外展示されていました。しかし、1970 年代に高校グラウンドの拡

張によって石室は竪穴住居址群保存地区に再度移設されました。ただ、その当時の記録

がなく 1980 年代にはその位

置が不明になっていました。    

ところが 2012 年安藤広道

教授が耐弾式竪坑構造物の調

査を行った際、構造物西側の

地表面付近に大きな石が複数

埋没しているのを発見しまし

た。それを受け 2013 年には

日吉台遺跡群調査分析の一環

として、石室の正確な位置を

確認するための調査が実施さ

れました。 

 

 

報告 

Google Map より 

竪坑構造物 
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右は現在は失われていますが

一時期竪穴住居址群保存エリ

アに建てられていた説明板で

す。後段に移設石室について

の記述がありますが、この時

点で「今日残っているのは基

底部のみにすぎない」とあり

破壊の後、埋没されていく様

子が伺われます。 

さて、移設石室そのものの

具体的な調査方法ですが、ボ

ーリング棒を用いて石材の位

置を確認した上、その部分を掘削しました。地表から石材までの深さは数センチで、一

部は地表に露出していました。掘削後は測量・写真撮影など記録作業を行い、埋め戻し

た後は石室の位置がわかるように輪郭に土嚢を置いたといいます。石室の大きさは実測

によると、主軸 7.7m,玄室長 3.6m,玄室最大幅 2.4m でした。床には緑泥片岩製の箱型

石棺が置かれていました。（下図、写真） 

 

 

戦前の発掘当初の図面と比べると概ねオリジナルに近か

ったといいますが、正確に再現されていない部分もあると

いいます。戦時中の破壊が影響しているものと思われま

す。 

因みに隣接する第 111 号住居址は 1936 年に発見・調

査されましたが、長径 9.4m にも及ぶ大型のものであり、

当時における全国最大級の弥生住居址として新聞に大きく

報道され見学者で賑わったといいます。学術的価値が高く

評価され、111 号を含む周辺の 5 軒がコンクリートに 

よって保護され現在に至っています。 

最後に第六天古墳そのものは、直径 10m 程度の小型の円

墳でした。1937 年に三田史学会によって発掘調査がさ

れ、泥岩の切石による横穴式石室をもつ古墳時代後期 〜 

石室実測図 
西側から 右上に竪坑 
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終末期の古墳とされました。以上、安藤弘道教授らによる発掘調査報告書をもとに、第

六天古墳移設石室についての概要を整理しました。日々地下壕ガイドに取組み、かつ慶

應義塾大学史学科出身者として思うに、発掘調査後戦災による破壊をはさんで 2 度の

移設を経験という数奇な運命をもつこの遺構がほとんど目に触れない形で地中に埋没し

ていることを知って感慨深く思います。 
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東京新聞 2026 年 3月 23日朝刊 横浜版 

『かながわ未来人 暗闇から真の学びを 慶応高校長 校舎下の戦争遺産に光  

日吉台地下壕保存の会会長 阿久澤武史さん（61）』の記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図版・写真は文学部民俗学考古学研究室『日吉台遺跡群発掘調査報告書』2019 より転載 

 

 

 

 

 

 

 

周辺位置関係図 

日吉キャンパス全体の遺跡

マップを掲げます。丸印が

該当地となります。 

当該位置現況（石室痕跡はほとんど認められない） 
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東住吉小学校 6 年生学習発表会に参加して 
                         運営委員 小山信雄 

 

 本年 2月 20日（金）、東住吉小学校体育館で開催された「6年生学習発表会：はばた

きの会」に保護者を始め、幣会を含む 19団体が招待を受け、幣会からも 3名参加致し

ました。午後 1時より始まったプログラムは二部構成で、１部では、児童達一人一人が

語り部となって平和について伝える「平和の語り部の集い」が企画され、２部では合

唱、鼓笛演奏、群読、と盛りだくさんの内容でした。特に「平和の語り部の集い」で

は、全児童各人が個別のブースで、それぞれが研究・学習した内容の発表を行い、大勢

の保護者や我々等団体の人々は熱心に聞き入り、それぞれの研究成果に耳を傾けており

ました。発表の内容ならびに、そうとう練習したであろう合唱、鼓笛演奏、そして群読

にはとても感動させられました。また、この会に参加した感想も多数いただくことにな

りました。一部を以下の通りご紹介させていただきます。 

 

～日吉台地下壕のみなさんへ～ 

 

◇先日は、私達のためにきてくださり、ありがとうございました。みなさんに、日ごろ

のかんしゃや戦争のひさんさなどが、つたわっていたらうれしいです。そして 3月７日

に発表ができる場所があるので、それにむけがんばりたいです。あと、中学・高校にな

っても、いろんな人に戦争についてを「語り部」としてつたえていきたいです。 

 

◇先日は、「はばたきの会」に来てくださり、ありがとうございました。第一部での平

和についての発表は、日吉台地下壕のみなさんから聞いたお話を参考にして台本をつく

りました。日吉台地下壕のみなさんからお聞きした貴重なお話のおかげで、より多くの

人に戦争のひさんさを知ってもらうことが出来ました。 

 

◇先日は、私たち 6年生のはばたきの会におこしくださり、ありがとうございました。

83名全員が語り部として平和を伝えましたが、私たちの平和への思いは伝わりました

か？ 伝わっていたらうれしいです。私たちはもうすぐ小学校を卒業しますが、みなさ

んに教えてもらったこと、平和への思いは変わりません。これからも、平和を願ってい

きたいと思います。 

 

◇先日は、私達のはばたきの会に来ていただき、ありがとうございました。私は、広島

県で被爆した方の話しをスピーチとして発表しました。日吉台地下壕のみなさんから聞

いたことにより、戦争時の怖さを改めて感じ、今回のスピーチも、より思いがつまった

ものになったと思います。 

 

 

 

報告 



２０２６年４月２４（金） 第１６５号                   （１５） 

 

 

東京新聞 2026年 3月 23 日(月)朝刊 横浜版に『かながわ未来人 暗闇から真の 

学びを 慶応高校長 校舎下の戦争遺産に光 日吉台地下壕保存の会会長 

阿久澤武史さん（61）』の記事が掲載されましたのでご紹介いたします。 

 

新聞記事の紹介 



２０２６年４月２４（金） 第１６５号                   （１６） 

活動の記録 2026 年 1 月～4 月 
1/8㈭ 運営委員会 来往舎 205号室 

1/14㈬ 定例見学会 47名 

1/24㈯ 定例見学会 43名 

1/29㈭ 慶應湘南藤沢高校見学会 20名 

1/30㈮ 会報 164号発送 来往舎 205号室 

1/31㈯ ガイド学習会 日吉地区センター  

中集会室 18名 

2/4㈬ 定例見学会 48名 

2/5㈭ 運営委員会 来往舎小会議室 

2/18㈬ 久里浜・浦賀フィールドワーク 

      ＡＭ:20名 ＰＭ：16名 

2/20㈮ 東住吉小学校「6年生学習発表会： 

はばたきの会」3名 

2/24㈫ 慶應義塾高校「協育プログラム」 

見学会 35名 

2/28㈯ 西南学院大学見学会 7名 

    定例見学会 44名 

3/5㈭ 運営委員会 来往舎小会議室 

3/6㈮ 矢上小学校見学会 87名 

3/11㈬ 定例見学会 46名 

3/14㈯ ガイド学習会 日吉地区センタ  

ー中集会室 20名 

3/28㈯ 定例見学会 46名  

4/2㈭ 運営委員会 来往舎小会議室 

4/8㈬ 定例見学会 13名 

4/18㈯ フォローアップ研修 第１回   

29名 

 

〇お問合せ・申し込みは見学会 

 窓口まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 連絡先 
（見学会）電話 080-5612-6344   佐藤 メールアドレス  hiyoshidaichikagou@gmail.com 

 

（会計）亀岡敦子：〒223-0064 横浜市港北区下田町 5-20-15  電話 045-561-2758    

 

（その他）喜田美登里：〒223-0064 横浜市港北区下田町 2-1-33 電話 045-562-0443 

 

    ホームページ・アドレス：http://hiyoshidai-chikagou.net/  

日吉台地下壕保存の会会報  

        

発行：日吉台地下壕保存の会 

運営委員会 会長 阿久澤武史 

年会費：二千円 

郵便振込口座番号：00250-2-74921 

加入者名：日吉台地下壕保存の会 

久里浜駐屯地出口でイソヒヨドリ（メス）が 

私たちをお見送り 

さくら 
 

http://hiyoshidai-chikagou.net/

